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４ページでわかるＥＤＧＥ ＦＬＩＰＰＥＲＳの世界

人間と怪異が共存する世界
　この世界には人間だけでなく、怪異も存在します。
　ただ、頻繁に交流のあるような場所は少なく、基本的にはそれぞ
れの領域に分かれて暮らしています。
　なお、多くの人間は怪異の存在を知りませんが、怪異の方は人間
の存在を知っていることが多いです。

人間と怪異の領域
　この世界は人間の住む［人間の領域］、怪異の住む［怪異の領域］
に大別されます。
　領域とは言っても特殊な異空間というわけではなく、いずれも地
続きにつながって存在しています。
　ここからここまでは［人間の領域］で、この先は［怪異の領域］
で、といったようにまだら模様になっていると考えてＯＫです。

　［人間の領域］はあなたのよく知る世界そのものか、シナリオに
よっては違う時代や、異世界だったりすることもありますが「人間
が多く暮らしている場所」です。

　［怪異の領域］は怪異がより多く暮らしている場所で、［人間の領
域］そっくりな場所から、少しだけ違和感のある空間、物理法則す
ら異なる場所まで存在します。
　多くの［怪異の領域］は、人間を寄せ付けないようになっていま
すが、時折意図せず迷い込んでしまう場合もあります。
　そういった事例が、神隠しなどとして民話に残っています。

狭間の領域
　【人間寄り】でも【怪異寄り】でもない、【越境比率】がどちらに
も傾いていない領域を［狭間の領域］と呼びます。
　基本的にはどちらかに傾きがちなものなので、［狭間の領域］は
どこにでもあるものではありません。

　［狭間の領域］はいずれも特殊な場所であることが多く、人間と
怪異の憩いの場となっていたり、異常現象が多発する危険な空間で
あったりもします。

越境比率
　この世界に存在するあらゆるものは、【人間】と【怪異】の両方
の力を内包しています。

　力の強さがどちらに傾いているかによって【人間寄り】の姿になっ
たり、【怪異寄り】の姿になったりします（なお、大半の人間はこ
のことを知らないため、ある朝突然【怪異寄り】の姿になっていて
慌てふためくことがよくあります）。

　この力の強さの傾きを表すのが【越境比率】です。
　ゲームを円滑に遊ぶための用語ではありますが、この世界の仕組
みに詳しいものが、独自の用語として【越境比率】という言葉を使
うこともあります。

怪異って？
　【越境比率】が【怪異寄り】のあらゆるもの。
　怪異は歴史の多くの場面にもかかわっており、神話や昔話、都市
伝説などに語られているものも多くいます。
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人間って？
　【越境比率】が【人間寄り】、つまり人間側の力が強くなっている
もののことです。
　便宜的に【人間】と呼称していますが、【人間】側の力が強いも
のを、動植物や場所も含めて、本作では【人間】と表現しています
（人間とカッコがついていないときは一般的な意味での「人間」を、
【人間】とカッコがついているときには【人間寄り】の存在のこと
を指しています。これは怪異も同様です）。

越境者
　他者の【越境比率】に干渉し、人間を怪異に、怪異を人間に［越
境］させられるものたちのことです。
　一方的に［越境］させるのではなく、互いの【人間】や【怪異】
の力を入れ替えることによって［越境］させることができます。

越境のイメージ
　【越境者】が他者を［越境］させるときには、何らかの形で互い
の魂が触れ合った状態になります。
　手をかざす、触る、思念を送るポーズを取る、踊る等々、その方
法は【越境者】ごとにさまざまです。

越境させたときの代償
　【越境者】は他者に干渉して［越境］させることができますが、
その代わりに、自身の【越境比率】も変動してしまいます。
　誰かを【人間】から【怪異】に［越境］させたなら、代わりにそ
の【越境者】はより【人間】側の力が強くなります。
　【越境者】という存在は万能でなく、誰かを助ける行為にはリス
クを伴っているのです。

越境者は（あまり）強くない
　【越境者】は誰かを［越境］させることができる体質を持ちます
が、それ以外のことについては普通の人間や怪異と変わらない存在
です。
　そのため、何らかの困難に直面したときも、それぞれのできる範
囲の知識や技術でどうにかしなくてはなりません。

　とはいえ、人間の技術や人脈、【怪異】の超常的な力をあわせれば、
きっとうまくいくことでしょう。

巻き込まれ体質
　【越境者】は色々な事件に巻き込まれやすい存在です。
　誰かを［越境］させる力を持つため、困った事態になった人々に
頼られることもありますし、気付いたら何らかの事件に巻き込まれ
ていたということもよくあります。
　これは【越境者】が他の誰かと魂を触れ合わせることができるの
が原因で、色々なことを呼び込むのだ、という霊能者や怪異がいた
りしますが―詳細はわかっていません。

人間、怪異、越境者を見分ける方法
　【越境者】は、誰が【人間】で【怪異】で【越境者】なのかを見
分けることができます。
　見え方は【越境者】ごとに異なり、ふわふわとしたオーラが見え
たり、甘い香りを感じたり、直感でわかったりとさまざまです。

　また、周囲にさとられないよう、自分が【人間】か【怪異】か、
そして【越境者】であるのかを隠せる者もいます。




